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ふりがな                            とよなが はるか  

氏  名 

豊永 はるか 

 

出身地 

神奈川県横浜市 

年齢 

 （満  28  歳） 

※ 

男 ・ 女 

 

参加した NICE ボランティア 分野  

国際ワークキャンプ（フランス、エス

トニア、日本） 

ﾌﾗﾝｽ：修復、エストニア：修復・子ども、

日本・豊田：環境、日南魚沼市塩沢：環境 
満足度 

場所 （国・市町

村まで記入） 

フランス Tours 近郊、Charantilly 

エストニア Voru 県 Misso 

日本愛知県豊田市、 日本新潟県南魚沼市塩沢 

ﾌﾗﾝｽ 90%、ｴｽﾄﾆｱ 70％

豊田 80％、丹沢 70％

受け入れ団体  フランス CBF 

エストニア EST Yes 

NICE と共催 

活動のやりがい度 

ﾌﾗﾝｽ 90%、ｴｽﾄﾆｱ 60％

豊田 90％、丹沢 80％

 

こんなボランティアでした 

400 年前に建てられたレンガ造りの建物の修復。元は肉屋（兼賭殺場）として使っていた場所を、昔の形に戻し、

村の公民館として使えるようにするためのプロジェクト。 毎日朝 8時から夕方 4時まで働き、最後の方は終わ

らないからと土曜日までワークをする、超ハードワークでした（フランス人は働かないと思っていたのでカル

チャーショック）  

村の 10 代の若者が使う施設（広い土地に小屋がいくつかある）の整備。草刈など。村の幼稚園児くらいの年齢

の子どもを対象にした運動会の企画。泊まっていた場所は、隣家まで 4km 

愛知万博に合わせたプロジェクト。里山保全ワーク。間伐、遊歩道作りなど 

山に上って、高山植物の保護ワーク。地元の小中学校での環境教育授業 

年齢 経歴 

15 歳 国際基督教大学高等学校入学 帰国子女に囲まれて未知の世界に触れる 

18 歳 国際基督教大学教養学部社会科学科入学 

20 歳 国際ワークキャンプ（フランス）参加 

21 歳 国際ワークキャンプ（エストニア）参加 

22 歳 国際ワークキャンプ（日本、愛知県）参加。カナダ・アルバータ大学へ交換留学（1年間） 

23 歳 国際ワークキャンプ（日本、新潟県）参加（ワークキャンプリーダー）。大学卒業 

28 歳 NICE に就職 国際派遣事業 

 金融業界で働きつつも、やはり社会的な仕事への思い入れ・関心が強くなり、再び転職活動

 国際ワークキャンプ（ベトナム）参加（ワークキャンプリーダー） 

 帰国後に学生ボランティアセンターに就職 

趣味・特技 外国語なまりの英語のモノマネ。ハーブ勉強中 

座右の銘 やってみたらなんとななる。 

参加までの旅行経験・ボランティア経験 

大学 1年生時、夏休みに 2ヶ月間カナダへ語学研修 



 

 

 

 

 

※成長ダイアグラム（５＝とても得るものがあった・良くなった。４＝まあまあ得るものがあった・良くなった。３＝前と変わらなかった。影響なし。２＝前よりもや

や劣るようになった・悪くなった。１＝前よりもずっと劣るようになった・悪くなった。） 

志望動機 

一番最初にフランスに行ったときは、漠然と、視野を広げたいと考えていて、夏休みに海外に行ってみたいと思

ったから（安易！）。一番安く、長い期間行けて、楽しそうだったのがワークキャンプだったからです。その初

めてのワークキャンプがものすごく楽しくて、毎年参加をするようになりました。 
日本のワークキャンプに参加したのは、自分が未知の国エストニアに行って、その国がすごく好きになって帰っ

てきたので、逆に日本に来た外国人にも同じように日本を好きになってもらいたいと思い、日本のワークキャン

プに参加をしました。 

行くまでに心配だったこと（どう乗り越えたか） 

メンバーと仲良くやっていけるか。まあ考えてもしょうがないので、そのまま行きました。 
実際はまったく心配いりませんでした。2日目くらいにはもう仲良くなっています。 

家族・友人・学校・職場の反応（私はこうやって説得した！） 

説得するようなことはなかったです。家族は応援してくれました。 

ワークキャンプとその後の人生（進路決定、参加経験が役立っていること等） 

参加をしているその時はいっぱいいっぱいで、すぐに自分の実になったと感じられることはあまりなかったけれ

ど、今から考えると影響を受けていることだらけで驚くほどです 
私は最初に就職した場所が NICE だったので、進路決定にはものすごく影響を受けていますが、それだけでなく、

ワークキャンプに参加をして、いろいろなバックグラウンドを持つ人と出会ったことで、他者に対する想像力が

とても広がったと思います。例えば、私はエストニアのワークキャンプに参加をしましたが、それまではエスト

ニアという国がどこにあるのかも知らなかったし、どんな歴史があってどんな人がいるのかなど想像もできませ

んでした。でも、行ってみて、その国やその周辺の地域に対する関心が一気に広がり、身近に感じるようにもな

りました。その他にも、2-3 週間一緒に生活をしたメンバーの出身国でのニュースに目を配るようになったり、

その地域での災害に心を痛めたりといった、小さな積み重ねがあって、今、社会的な仕事に関心を持つ自分がい

ると思います。 
このような他者に対する想像力は、国際的なものに限らず、普段生活をしていく上で、みんなが身に付ければ、

社会的弱者という呼ばれるような人やマイノリティーの人もみんなが幸せに暮らせるんじゃないかなーと思っ

ています。 

成長ダイアグラム ※ これから参加を考えている人へ、熱いメッセージを♪ 

 １）実務的

な知識・ス

４）進路・目標 

５）社会への考

えや価値観 

２）人・社会と

やっていく力
６）その後の人

生に活きた人脈 

３）自分でやっ

ていける力

1 
2

3
4 
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ワークキャンプは出会いの宝庫なので、たくさんの人と

いろんな話をしてきてください。日常会話でも、バカ話

でも、宗教とか政治とかに関するまじめな話でもなんで

もいいです。お互いつたない言語で話していることでも、

ものすごく共感ができる場合もあります。もしかしたら

そこで気づく小さなことが後々自分の中で大きなものに

なっていくかもしれません。  

あとは、たくさん本を読んでみたらよりいいと思います。

これから経験することや、すでに経験したことを自分の

実にするためには、たくさんの知識を得て、消化するこ

とが大切だと思うからです。   


